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八
月
十
日
は
「
道
の
日
」、
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。
道
路
に
親
し
み
、
関
心
を
持
ち
、

道
路
の
役
割
を
再
認
識
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
記
事
で
は
、
ラ
ジ
オ
の
交
通
情
報
な
ど
で
よ
く
そ
の
名

が
聞
か
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
関
東
地
方
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
川

越
の
代
表
的
な
道
と
し
て
、
川
越
街
道
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
の
中
で
は
、
川
越
街
道
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
名

前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
以
降
の
こ
と
で
す
。
江
戸

時
代
は
、「
川
越
往
還
」「
川
越
道
中
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
広
聴
広
報
課
広
報
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当
・
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内
線
２
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２
４

市役所の前に立つ川越城大手門跡市役所の前に立つ川越城大手門跡市役所の前に立つ川越城大手門跡
の碑。かつてここが川越街道の終の碑。かつてここが川越街道の終の碑。かつてここが川越街道の終
点でした。また、川越藩主は江戸点でした。また、川越藩主は江戸点でした。また、川越藩主は江戸
に向けてここから旅立ちました。に向けてここから旅立ちました。に向けてここから旅立ちました。

川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ
て旧道（左）と新道（右）に分かれますて旧道（左）と新道（右）に分かれますて旧道（左）と新道（右）に分かれます

市内大手町付近。道がクラン市内大手町付近。道がクラン市内大手町付近。道がクラン
ク状になっていますク状になっていますク状になっています
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中山道との分岐点である板橋宿。かつては右に行くと中
山道、左に行くと川越街道でした。現在の道をたどると、
川越街道はここから、国道17号を少し通り、東武東上
線大山駅方面に向かい、国道254号に合流します

板橋宿から、しばらく
首都高速道路の下を歩
きます。昔の旅人が見
たら、きっと驚くこと
でしょう

街
道
の
成
り
立
ち

現
在
は
、
国
道
２
５
４
号
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
川
越
街
道
。
そ
の
起
源
を
た
ど

る
と
、
室む

ろ

町ま
ち

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

長
ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）、
上う

え

杉す
ぎ

持も
ち

朝と
も

は
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

の
親
子
に
、
江
戸
城

と
川
越
城
を
築
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
そ

の
時
、
持
朝
と
敵
対
す
る
古
河
公く

方ぼ
う

に
対

す
る
防
衛
策
と
し
て
、
川
越
か
ら
江
戸
を

結
ぶ
古
道
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
川
越
街
道
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

川
越
街
道
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
の

は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

室
町
時
代
に
基
礎
が
作
ら
れ
た
道
を
、

三
代
将
軍
の
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

が
、
創
建
さ
れ
た

仙
波
東
照
宮
を
訪
れ
る
際
に
整
備
さ
せ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
・
中な

か

山せ
ん

道ど
う

な
ど
の
五
街
道
が
整

備
さ
れ
る
と
、
川
越
街
道
は
中
山
道
の
脇

街
道
と
し
て
の
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
街
道
を
た
ど
る

現
在
、
国
道
２
５
４
号
は
、
東
京
都
文ぶ

ん

京
き
ょ
う

区
か
ら
埼
玉
県
・
群
馬
県
を
通
り
、

長
野
県
松ま

つ

本も
と

市
に
至
る
道
路
で
す
。
そ
の

う
ち
、
川
越
街
道
に
あ
た
る
の
は
、
豊と

島し
ま

区
の
池
袋
六
ツ
又
交
差
点
か
ら
ほ
ぼ
東
武

東
上
線
に
沿
っ
て
、
板い

た

橋ば
し

区
・
練ね

り

馬ま

区
を

通
っ
て
埼
玉
県
内
に
入
り
、
和わ

光こ
う

市
・
朝あ

さ

霞か

市
・
新に

い

座ざ

市
・
三み

芳よ
し

町ま
ち

・
富ふ

士じ

見み

市
・

ふ
じ
み
野の

市
を
通
過
し
川
越
に
入
り
ま

す
。
文
京
区
か
ら
池
袋
ま
で
は
「
春
日

か

す

が

通

り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

現
在
、
東
京
側
の
起
点
は
豊
島
区
で
す

が
、
江
戸
時
代
の
川
越
街
道
の
起
点
に
あ

た
る
の
は
、
中
山
道
の
板
橋

宿
（
板
橋
区
）
で
し
た
。
江

戸
か
ら
川
越
に
向
か
う
に

は
、
こ
こ
か
ら
川
越
街
道
に

入
り
ま
し
た
（
下
図
参
照
）。

川
越
側
の
起
点
は
、
川
越

城
の
大
手
門
（
現
在
の
市
役

所
本
庁
舎
付
近
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

街
道
に
は
、
宿
場
が
置
か

れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
川
越

に
向
か
っ
て
、
上
板
橋
（
板

橋
区
）
・
下
練
馬
（
練
馬

区
）
・
白
子
（
和
光
市
）
・

膝ひ
ざ

折お
り

（
朝
霞
市
）
・
大
和
田

（
新
座
市
）
・
大
井
（
ふ
じ

み
野
市
）
の
六
つ
の
宿
場
で
す
。
こ
の
宿

場
に
は
、
宿
屋
や
休
憩
所
な
ど
が
置
か
れ

ま
し
た
。

川
越
藩
主
の
通
り
道

江
戸
時
代
、
こ
の
街
道
は
、
将
軍
や
幕

府
要
人
の
た
か
狩
り
、
仙
波
東
照
宮
訪
問

な
ど
で
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
よ

く
利
用
さ
れ
た
の
は
川
越
藩
主
の
参
勤
交

代
で
す
。
川
越
街
道
を
通
る
の
は
川
越
藩

主
の
み
で
、
他
の
大
名
が
通
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
勤
交
代
は
、
徳
川
家
光
が
寛か

ん

永え
い

十
二

年
（
一
六
三
五
）
に
出
し
た
「
武
家
諸
法

度
」
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
一
年
お
き
に

諸
大
名
が
江
戸
と
自
分
の
領
地
を
行
き
来

す
る
も
の
で
す
。

参
勤
交
代
で
江
戸
に
向
か
う
と
き
は
、

午
前
零
時
に
川
越
城
を
出
発
し
、
午
前
二

時
か
ら
三
時
の
間
に
大
井
宿
に
到
着
。
こ

こ
で
小
休
止
を
し
て
、
江
戸
に
着
く
の
は

そ
の
日
の
昼
ご
ろ
で
し
た
。

江
戸
か
ら
川
越
に
戻
る
際
は
、
出
発
は

川
越
を
出
る
と
き
と
同
じ
午
前
零
時
、
大

井
宿
に
は
そ
の
日
の
昼
ご
ろ
に
到
着
し
、

小
休
止
。
川
越
に
着
い
た
の
は
夕
方
で
し

た
。行

列
が
通
過
す
る
街
道
沿
い
の
各
地
域

で
は
、
事
前
に
藩
か
ら
注
意
が
出
さ
れ
、

各
地
域
の
名
主
な
ど
代
表
者
が
先
払
い
役

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
各
村
の
名
主
は
、

行
列
が
来
る
と
、
自
分
の
地
域
内
を
先
導

板
橋
宿
周
辺
と
旧
街
道
図


